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希望する連携・ニーズ

慢性肺アスペルギルス症 (CPA)は肺の既存疾患を背景に発症する難治性真菌感
染症で長期の抗真菌薬治療が必要です。
現在使用されている抗真菌薬には、治療効果の限界、薬剤耐性、長期使用に伴

う副作用などの課題があり、新たな作用機序を持つ治療法の開発が求められてい
ます。
当分野では、真菌に高い親和性を示す分子 (Dectin-1リガンド)を搭載した真菌

指向性ナノデバイスを開発し、これを用いてアスペルギルスに核酸医薬を効率的
に送達する基盤技術を確立しました。
さらに菌体内に導入した核酸によってアスペルギルスの病原性を低下させるこ

とに成功しました。この技術は
これまで不可能であった真菌に
対する核酸医療の可能性の扉を
開くものであり、バイオフィル
ム形成などCPA難治化の要因と
なる主要な病原遺伝子を制御す
ることで、感染症コントロール
や、既存の抗真菌薬との併用に
よる臨床効果の向上など、全く
新しい真菌感染症治療の確立が
可能となります。
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非臨床試験から伴走して下さる企業との共同研究を希望
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